






























































































































における先行研究は、Elizabeth F. Barkley, K.Patricia 
Cross, and Claire Howell Major （2005） Techniques: A 





























































ほとんどの科目で 8 割以上が 1 時間以下となってい
る。あまり課題を出さないのが原因かもしれないが、
学生間で単位認定が厳しいと噂されている「上級簿
記」ですら 1 時間以下が 7 割を占め、専門ゼミナー




























































ている根拠は、「「教えるから学ぶ（from teaching to 
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図表 3　10～ 20年後になくなる仕事トップ 20
（ 出典：松尾（2015）p.229 を一部抜粋して作成、原出典は
Frey Carl Benedikt, and Michael A .Osborne. 
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（ 出典：文部科学省平成 21 ～ 22 年度先導的大学改革推進委託
事業（2011）の巻末資料より抜粋して作成）




































































散し、次は 5 名ずつ 3 つの「ジグソー」グループに



















初のグループ結成時に上記の 5 分野 50 点満点のテ





各分野 10 問で 1 問につき 1 点の 50 点満点、時間は
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図表 6　協同学習の実施前後の点数
なお、検定については、SPSS Ⓡ Statistics22 を用
いた。当該データは正規性を持つと判断された（探
索的 Kolmogorov-Smirnov の正規性の検定）ので、
対応したサンプルの t 検定を実施した。図表 7 のよ
うに、実施前と実施後の差は有意であり、ゼミナー
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本稿は、1 章、2 章、3 章 2 節、4 章 1 節を河合、
4 章 2 節を黒野が担当し、3 章 1 節及び 5 章は共同
担当した。
注
（ 1 ）2014 年 7 月に 1,310 社を対象に実施され、回
答状況は 660 社（回答率 50.4％）。
（ 2 ）18 ～ 24 歳の大学 1 ～ 4 年生を対象にしたイ
ンターネット調査。有効回答数は 4,911 名（う
ち男子 2,791 名、女子 2,120 名）。調査時期は　
2012 年 11 月 3 日～ 8 日。
（ 3 ） 本稿では「学生たち」と読み替えるべきである。










（ 6 ） 短期大学 80 校と企業等 526 社（ともに回収分）


























8 ）Elizabeth F. Barkley, K.Patricia Cross, and Claire 
Howell Major（2005）Collaborative Learning 
Techniques: A Handbook for College Faculty, John 































教育 WG（第 4 回）文部科学省提出資料（資料 2）」
 http://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/wg/
koyou/dai4/siryou2.pdf（2016 年 11 月 20 日アク
セス）
 これは、The New York Times 紙（AUGUST 7, 




化普及状況等（平成 27 年 4 月診療分）につい
て 」http://www.mhlw.go.jp/ﬁ le/06-Seisakujouhou-
12400000-Hokenkyoku/0000099002.pdf（2016 年
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